
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
商
店
街
の
「
ナ
ガ
オ
カ
」

の
五
十
嵐
春
雄
さ
ん
（
大
正
14
～
平
成
19
）
の

遺
稿
集
「
三
ノ
輪
橋
界
わ
い
」
よ
り

ラ
ジ
オ
の
交
通
情
報
で
大
関
横
丁
と
い
う
言

葉
を
良
く
耳
に
し
ま
す
が
、
之
に
就
い
て
述
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。
明
治
通
り
と
日
光
街
道
が
変

る
地
点
を
「
大
関
横
丁
」
と
い
い
附
近
に
は
同

名
の
バ
ス
停
も
あ
る
の
で
そ
の
名
称
は
多
く
の

人
に
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
横
丁
そ
の
も
の

は
現
在
ど
の
辺
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
資
料

で
も
こ
の
大
関
横
町
の
位
置
が
幾
つ
か
に
分
か

れ
て
い
る
。

一
、
「
荒
川
史
蹟
文
化
財
」
で
は
「
（
前
略
）

現
在
の
常
磐
線
ガ
ー
ド
下
か
ら
第
六
瑞
光
小
学

校
手
前
右
側
ま
で
に
あ
た
る
」
と
あ
る
。
道
巾

は
普
通
乗
用
車
一
台
が
通
れ
る
位
で
途
中
が
そ

の
半
分
の
道
巾
に
な
り
、
東
へ
折
れ
て
進
む
と

日
光
街
道
の
裏
通
り
に
突
き
当
る
。

二
、
「
荒
川
区
の
歴
史
」
で
は
「
大
関
屋
敷
横

丁
（
南
千
住
一
ー
十
六
）
と
記
し
旧
大
関
下
屋

敷
と
旧
宗
下
屋
敷
の
境
界
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
附
近
の
写
真
を
添
え

て
い
る
。
こ
の
道
路
も
道
巾
が
せ
ま
く
明
治
通

り
か
ら
北
に
向
い
、
元
新
開
地
通
り
商
店
街

（
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
）
に
出
て
家
ご
み
の
道

を
進
む
と
民
家
に
突
き
当
る
狭
い
三
叉
路
に
な

る
。又

、
あ
る
人
は
旧
大
関
下
屋
敷
と
旧
加
藤
下
屋

敷
の
間
を
北
に
延
び
旧
石
川
下
屋
敷
の
西
側
を
抜

け
西
に
曲
り
千
住
間
道
へ
出
る
と
あ
る
。
ま
だ
ま

だ
他
の
説
が
あ
り
そ
の
名
称
が
ど
れ
で
あ
る
か
、

定
か
で
な
い
。
「
大
関
横
町
由
来
之
碑
」
は
南
千

住
一
ー
三
十
六
番
、
第
六
瑞
光
小
李
校
の
西
北
の

角
に
こ
の
碑
は
あ
る
。

明
治
維
新
に
よ
り
各
大
名
が
廃
藩
に
な
る
に
及

び
ま
し
た
が
、
そ
の
折
の
藩
主
が
四
十
七
代
大
関

増
業
公
で
あ
り
、
智
徳
兼
備
の
英
傑
に
し
て
藩
政

を
行
う
に
教
育
を
以
て
し
、
自
ら
一
千
余
巻
を
現

し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
世
界
に
誇
る
可
き
不

朽
の
名
著
と
云
わ
れ
て
い
る
。
在
職
十
三
年
に
し

て
病
の
為
引
退
し
て

こ
こ
箕
輪
の
別
邸
乗
化
亭
に

住
み
括
襄
斉
と
号
し
、
茶
道
・
歌
道
等
に
精
通
し

人
心
救
済
に
畫
力
し
た
が
弘
化
二
年
（
一
八
四
五

年
）
三
月
十
九
日
六
十
五
才
の
生
涯
を
終
わ
っ
た
。

大
正
十
三
年
二
月
廿
一
日
特
旨
を
以
て
正
四
位
を

贈
ら
れ
た
。
世
人
大
関
公
の
偉
徳
を
讃
へ
て
比
地

を
呼
ぶ
に
大
関
横
丁
と
称
へ
た
。
と
大
関
横
丁
史

蹟
保
存
会
は
述
べ
て
い
る
。
大
関
家
は
五
十
三
代

続
き
現
代
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
大
関
下
屋
敷
の

隣
に
石
川
日
向
守
の
下
屋
敷
が
あ
っ
た
。
こ
こ
の

現
在
の
東
町
会
と
西
町
会
の
一
部
で
あ
る
。
即
ち

跡
地
は
南
千
住
12
、
16
番
か
ら
31
番
ま
で
33
番
か

ら
40
番
辺
り
で
あ
る
。
こ
の
跡
地
に
道
路
の
都
電

側
を
秋
元
氏
が
そ
の
前
側
を
大
野
氏
と
そ
の
娘
さ

ん
の
奥
山
氏
が
取
得
し
、
そ
れ
を
測
地
等
跡
地
を

整
備
し
た
の
が
現
在
会
長
松
田
昇
、
チ
エ
子
子
夫

妻
の
祖
父
で
あ
る
松
田
菊
蔵
氏
で
あ
る
。
後
に
松

田
家
も
相
当
の
土
地
家
屋
を
取
得
し
前
記
の
方
々

の
差
配
と
し
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

ち
な
み
に
大
関
藩
に
つ
い
て
小
述
し
た
の
で
石

川
様
に
つ
い
て
述
べ
て
見
よ
う
。
石
川
様
は
伊
勢

亀
山
藩
六
万
石
の
大
名
で
あ
り
、
下
屋
敷
地
続
き

五
百
十
八
坪
を
三
河
島
百
姓
重
右
衛
門
か
ら
質
上

げ
て
泡
屋
敷
と
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
十
代

に
当
る
の
が
石
川
成
道
氏
で
そ
の
父
君
は
元
子
爵
、

大
正
時
代
は
宮
内
省
式
部
官
や
狩
猟
官
を
勤
め
七

十
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
が
、
こ
の
方
は
「
殿
様
気

質
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
」
と
云
わ
れ
、
四
十

代
ま
で
毎
日
の
よ
う
に
芸
者
遊
び
に
興
じ
又
全
盛

時
代
の
双
葉
山
の
後
援
会
に
入
り
、
タ
ニ
マ
チ
と

し
て
自
宅
に
双
葉
山
を
呼
び
派
手
に
金
を
使
っ
て

い
た
と
の
事
。

明
治
十
七
年
の
華
族
令
に
よ
っ
て
旧
大
名
は
華

族
と
な
り
、
二
十
万
、
三
十
万
石
以
上
の
大
名
は

公
候
爵
に
列
せ
ら
れ
、
こ
の
方
々
は
旧
幕
時
代
か

ら
莫
大
の
財
産
を
持
っ
て
い
た
。
一
万
石
以
上
十

万
石
ま
で
の
大
名
は
子
爵
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
か
つ
て
の
貧
乏
藩

華
族
と
な
っ

て
か
ら
も
収
入
の
大
半
は
十
五
銀
行
に
投
資
し
た

金
か
ら
の
利
潤
で
他
は
上
屋
敷
・
下
屋
敷
な
ど
が

主
な
も
の
。

然
し
、
こ
の
十
五
銀
行
が
倒
産
し
父
の
御
乱
業

が
た
た
っ
て
石
川
成
道
氏
は
斜
陽
の
道
を
た
ど
り

現
在
は
消
息
不
明
で
あ
る
。

｢ 発行元
東京新聞

南千住東口専売所
℡5850-3699
発行責任者
鬼塚 佳代子

℡090-2657-0300

第134号
平成22年

2月23日
汐入

第２回

☆
す
ま
い
る
た
う
ん
ふ
れ
あ
い
亭

28
日
（
日
）
12
時
半
～

瑞
光
ひ
ろ
ば
館
（
ジ
ョ

イ
フ
ル
三
ノ
輪
近
江
屋
呉
服
店
路
地
入
り
左
）

２
F
で
、
中
村
実
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
共

に
昭
和
の
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料


